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 平成１９年度決算審議を進める中でビックリしたことがあります。 

それは、合併後の阿寒・音別地区の福祉・教育が後退していることです。 

一つが国保料の連続値上げです。 

●阿寒地区国保料  平成１８年度  平成１９年度    平成２０年度  

所得６８万円  ８５，１００円 →  ９０，７００円  →  ９８，６００円 

所得１３１万円 １５３，０００円 → １６９，６００円  → １９２，３００円 

●音別地区国保料  平成１８年度   平成１９年度    平成２０年度 

所得６８万円  ９０，３００円 →  ９４，７００円  →  １００，７００円 

所得１３１万円 １６８，１００円 → １８０，５００円  →  １９８，０００円 

ふたつ目には、特定疾患患者通院等助成金制度の縮小です。 

合併前は、音別地区では、医療費も助成対象でしたが、これからは通院費だけの助成になります。また、阿寒地区では、合併後は

登録人数が８８人から３９人に、激減しています。釧路地区には「無い」制度ですが、良い制度は継続すべきでしょう。 

◆三つ目には、阿寒地区の図書館利用数の減少です。 

      平成１７年度    平成１８年度        平成１９年度 

利用者数  １２，１３７人 → １１，６８２人 → １０，３６５人 

貸し出し数  ３０，３１０冊 → ２８，２６７冊 → ３４，９８６冊 

利用者数の減少は、釧路地区の運用に合わせて、図書館バスが２キロ圏内にある幼稚園、小学校、中学校

を巡回しなくなり、約１，０００人の利用者が減ったと言うのです。「効率化」と言っても、機械的な対応で

はないでしょうか？ 

 今回の決算において、市町村合併のマイナス面を明らかにしました。 

私は、その地区にあわせた行政サービスを展開すべきと考えます。みなさんは、いかが考えますか？ 
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